
先
日
、
貴
団
体
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
敷
金

り
感
謝
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

謹
蕃
、
初
夏
の
倭
、
貴
団
体
に
お
か
氷
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
評
盛
乗
の
こ
と
と
杉
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
日
、
貴
団
体
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
教
育
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
り
が
た
く
ご
弧
を
頂
戴
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
志
□
よ

評
承
燕
の
と
お
り
、
今
娯
発
生
し
た
索
日
本
大
震
災
限
よ
り
、
参
町
に
お
い
て
は
、
八
百
人
余
り
の
町
風
が
兆
七
・
行
才
子
鯛
、
優
宅

の
鈴
七
割
が
姿
半
壊
、
迩
鵠
や
鐘
鰭
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
錐
讃
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
被
災
、
さ
ら
に
は
、
後
場
方
今
も
硫
失
し
て
し
ま
う
と

い
う
罪
涛
術
の
火
災
零
Ｋ
鰻
わ
氷
、
被
災
誉
初
は
、
ま
さ
に
詰
鍛
一
自
失
と
い
っ
た
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
発
生
か
ら
一
斗
を
経
過
し
た
塊
之
Ｋ
お
い
て
は
、
多
く
の
個
人
・
団
体
の
皆
様
す
の
評
支
援
に
よ
り
、
本
町
は
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
著
彙
Ｋ
復
旧
・
復
興
の
通
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
頂
戴
を
い
た
し
た
吹
奏
楽
支
援
の
蕊
楕
会
３
９
３
，
２
１
６
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
吹
奏
楽
罪
の
あ
る
き
倖
川
小
学
校
、
を
倖
川

十
学
校
、
荻
倖
十
学
校
の
一
二
波
の
楽
蔦
や
楽
譜
の
購
入
代
え
て
大
切
に
伎
畑
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
貴
団
体
に
お
か
壯
ま
し
て
は
、
今
綾
も
本
町
の
復
興
に
⑤
け
た
罪
弾
な
る
挑
戦
に
封
し
、
ご
小
ま
で
同
様
の
評
潴
導
、
評
鞭

縫
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
顕
い
も
申
し
上
げ
、
ま
ず
は
、
願
り
違
ざ
、
耆
面
に
よ
り
評
札
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

護
色

愚
鴦
・
市
吹
奏
楽
連
盟

今
後
今
勘
永
見
様

理
事
挨
彪
上
遂
様

干
或
二
十
四
斗
六
月
吉
日

営
瀕
象
南
三
陸
町
夜
偽
薩

評
糺
状

。

チー
ノ
①
。
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プ

併
教

西
鴛
市
吹
奏
楽
連

合
一
技
今
酋

魍
事
夜
地
上

永
學
ｒ
す
り
典
し
た
が
思
莉
会
の
ま
す
ま
す
の

、
」

藍
か
ざ
牡
ろ
ば
か
り
Ｔ
す
。

了
、
本
校
に
お
い
了
は
、
今
矧
の
へ
日
に
全
校
児
萱
Ｔ
「
花
い
っ
ぱ
い
確
勃
」
を
行
い
、
花
壇

丈
桜
Ｔ
い
た
だ
い
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
ぞ
サ
ル
ビ
ア
を
植
栽
し
ま
し
た
．
ま
た
、
十
九
日
に
は

ｌ
ル
周
き
」
が
予
定
さ
机
、
子
ど
も
た
ち
の
鉄
●
声
が
一
徴
で
大
き
く
聞
こ
え
Ｙ
く
る
よ
う
了
す
．

ざ
机
了
い
る
『
ア
衛
小
学
校
の
児
童
ど
も
、
白
竺
ぞ
丈
帆
は
た
が
っ
マ
さ
了
い
ま
す
．

の
良
の
大
震
災
に
付
し
虫
し
了
、
世
界
，
綜
国
・
日
本
綜
他
の
方
々
か
ら
、
温
か
い
さ
え
桜
を
い

き
誠
に
あ
り
が
ｒ
う
さ
ぎ
い
ま
す
．
針
会
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
我
澗
会
九
万
一
一
一
十
》
一
百
十
六

、
本
校
吹
奏
梁
郭
の
楽
器
の
購
入
に
利
用
ざ
と
了
い
た
だ
き
ま
す
．
た
く
さ
ん
の
さ
え
桜
か
ら
、

６
人
の
優
し
き
ｒ
感
に
、
生
き
る
希
‐
望
ャ
勇
気
を
与
え
ら
秋
よ
す
．
い
た
だ
い
た
さ
え
桜
へ
の

し
セ
ー
マ
乢
萱
ャ
学
校
が
Ｔ
き
る
２
ｔ
は
、
え
気
を
発
伐
す
ら
、
、
ｒ
だ
ぞ
感
っ
了
い
ま
す
．
子

た
ち
が
尤
気
に
生
き
生
き
で
学
習
ャ
還
勃
に
励
む
、
、
に
、
学
校
が
燃
気
に
あ
ふ
牡
笑
調
Ｔ
橘
ら

紅
る
、
」
で
、
子
批
遊
保
鍍
考
ャ
池
域
、
全
国
．
世
界
二
発
億
Ｔ
き
る
よ
う
迄
ん
Ｔ
ま
い
り
典
す
．

後
ｒ
も
本
校
八
吹
本
池
域
に
封
し
誤
し
７
一
層
の
ご
え
桜
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き
よ
す
よ
う
お

申
し
上
げ
ま
す
。

⑩
ｒ
わ
た
る
風
が
さ
わ
ャ
か
か
毒
〉
締
”
〒
す
．
覺
含
に
お
か
机
ま
し
了
は
ま
す
ま
す
ご
椅
栄
の

お
鳶
が
申
‐
し
上
げ
ま
す
．
永
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
‐
余
り
を
経
過
し
、
孝
締
の
縛
る
い
の
連
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平成２４年６月１４日

兵庫県 西宮市吹奏楽連盟
会長今西
理事長池上

永兒様
達様

南三陸町立志津川中学校
校長菅原
吹奏楽部顧問及川

芳
子

貞
道

紫陽花が美しい季節となりました貴職におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げ
ます

さてこの度本校の吹奏楽部に対して多大なる義援金を賜りましたこと、厚く御礼申し上げます。
昨年の震災以来、国内外を問わず多くの皆様の温かいご支援をいただきながら、－歩ずつ前に進ん

でくることができました。

吹奏楽部においても、楽器やメンテナンス用品、楽譜、演奏での支援等々多くのご支援をいただき
ながら日々練習に励んでおります。震災を経て、失ったものはたくさんありましたが、それ以上に貴
重な経験や出会いをさせていただいていると部員一同感謝の気持ちでいっぱいです。現在は７月に
行われます吹奏楽コンクールの地区大会に向けて部員３４名毎日練習に励んでおります。
この度､西宮市吹奏楽連盟の皆様からのご支援は､下記のように使わせていただく予定でおります。

皆様の温かいお気持ちに対して、日々の音楽活動を充実させ、より多くの皆様の前で元気な演奏をお
届けすることが、私たちの感謝の気持ちを表すことに繋がると考えております。
皆様のこれからのご発展とご活躍をお祈りし、御礼とさせていただきます。

記

金１５万円受け取りました。１

使用内容

（１）打楽器小物購入…コンサートトライアングル
マラカス１組

マレット数種類

２

（２）トランペットスタンド
フルートスタンド

（３）チューナーマイク数個

（４）譜面台

（５）楽器メンテナンスの費用の一部

（５）コンクールのための会場練習経費の一部

（６）楽器講習に掛かる経費の一部

南三陸町立志津川中学校
吹奏楽部顧問教諭及川道子
〒986-0754

宮城県本吉郡南三陸町志津川字助作１－１
電話O226-46-3666

FAXO226-46-3650



西宮市吹奏楽連盟

会長今西永兒

理事長池上達

様
様

初夏の候，貴職におかれましては，ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

さてこのたびは，本校吹奏楽部のために義援金を送っていただき大変ありがとうござ

いました。義援金として，１５万円確かに受領いたしました。このお金は，本校吹奏楽

部の楽器購入のために使わせていただきます。

早いもので東日本大震災から１年３ヶ月が経過しました。皆様のご支援のお陰で学校

の方は震災前とほぼ変わらない状態になりつつあります。しかし，本校生徒の６割以上

の家庭が津波で家を流され，今は狭い仮設住宅等で暮らしている状況です。

本地方は三陸海岸に面した漁業の町であり沿岸部ではアワビやウニの採取そしてワカ

メやカキの養殖で生計を立てている家庭も多いです。その仕事も全て津波で失ってしま

いました。全国から色々と支援の手がさしのべられ徐々に復旧していますが，完全に復

旧するにはまだまだ時間と資金が必要です。

道路の整備など沿岸部はまだ進んでおりませんが，少しづつ町の復興の力は進んでい

るようです。生徒達も皆様からいただいた心温まる支援を忘れることなく，日々前向き

に取り組んでいこうと，学習に運動に頑張っております。今後とも，歌津中学校を温か

く見守っていただければ幸いです。

最後に，貴職並びに貴連盟の益々のご発展を祈念いたしまして，御礼のあいさつとい

たします。

平成２４年６月７日

南三陸町立歌津中学校長小野寺文晃

職員一同


